
 

2025年5月13日（火）

≪　今日の主なニュース　≫　　　　　　　　　　　　　　   　　〜 日経ニュースなどを中心に抜粋 〜
◆24年度経常黒字、最大の30.3兆円　海外からの配当など押し上げ

・財務省が発表した2024年度の国際収支統計（速報）によると、海外とのモノやサービス、投資の取引状況を表す経

常収支は30兆3771億円の黒字。黒字幅は前年度と比べて16.1%増。比較可能な1985年度以降で過去最大。海外か

らの利子や配当の収入を示す第1次所得収支の黒字拡大が押し上げ。黒字額は41兆7114億円と11.7%増。

◆旅行収支の黒字24年度58%増、海外特許収入超え　訪日観光が寄与

・日本が訪日外国人客（インバウンド）による消費で稼ぐ構図強まる。2024年度の旅行収支の黒字は前年度比で58%

増え、特許使用料に関する収支の黒字を初めて上回った。日本の観光業は人手不足などの制約があり、ペースを維

持できるかが課題。24年度の国際収支統計によると、海外との取引全体を表す経常収支は30兆3771億円の黒字。

◆下請法違反で勧告21件、24年度は平成以降最多　金型無償保管が増加

・公正取引委員会は下請け企業への買いたたきや不当な代金の減額といった下請法違反で2024年度に勧告した件

数が平成以降最多の21件だったと発表。金型などを長期間無償で保管させる行為への勧告が9件となり、全体を引き

上げ。勧告件数は23年度の13件から8件増。公取委は「勧告・公表することに注力して活動した」としている。

≪　業界ニュース　≫　　　　　　　　〜 日経ニュース・日刊工業新聞・新建ハウジングなどを中心に抜粋 〜
◆家電量販5社、4月は3社増収　PCやスマホ伸びる

・家電量販5社の4月の売上高（全店ベース）が出そろった。上新電機、ビックカメラ、エディオンの3社が前年同月比で

増収。通信キャリアの販促策が寄与しiPhoneなどスマートフォンの買い替えが進んだ。「ウィンドウズ10」のサポート終

了を10月に控え、パソコン（PC）の販売も伸びた。。今夏の猛暑予想を受け、エアコンの買い替えも進んだ。

◆2025年度予算、市区の7割で過去最高　建設事業費8.2%増

・全国815市区（792市と東京23区）を対象に日本経済新聞社が実施した2025年度市区予算調査によると、7割の市

区で予算総額が過去最高。一般会計総額は58兆3400億円と、24年度比6.2%増。法人住民税や個人住民税を中心

に地方税収が伸びた一方、資材高騰による公共施設やインフラの維持・整備費増額で普通建設事業費は8.2%増。

◆建設業の有効求人倍率5.1倍　新規求人数は2.2％減

・厚生労働省が公表した2025年3月分の「一般職業紹介状況」によると、建設業（採掘含む）の有効求人倍率は5.11

倍で、前年同月比で0.05ポイント上昇。新規求人倍率は7.32倍で、同0.15ポイント上昇。全産業の有効求人倍率は

1.26倍、新規求人倍率は2.32倍で、ともに前月から0.02ポイント低下している。

≪　注目商品　≫
■ミラタップ  狭小空間に適したコンパクトな信楽焼の手洗器

・信楽焼の手洗器「リコロ」を発売。焼き物ならではのマットな質感と、ボウルの縁を3mmの

薄さに仕上げたシャープなデザインが特徴。直径180mmと230mmの2サイズで、玄関や廊下、

店舗の手洗いなど様々な狭小空間に適する。高さは110mm。5色。

■ケルヒャー、手押し式スイーパー「KM 70/15 C Classic」

・拭き掃除の効率化を実現する手押し式スイーパー。電源やバッテリーなどの動力を使用

せず、押して歩くだけでごみを回収できる省力型の清掃機器。手で押したときのタイヤの回

転力を利用、メインブラシとサイドブラシを駆動。サイドブラシで隅のごみをかき集める。

■タカラスタンダード、キャラクターキッチンパネル

・「ムーミン」をモチーフにしたホーロー製のキッチンパネルと、リビングや子ども部屋

などの壁に使えるホーロー内装材を発売。独自の「高品位ホーロー」は、耐火性や耐

久性、清掃性に優れ、マグネットで自由自在に収納できるのが特徴。


